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日本経済における自動車産業の位置 

 わが国の自動車産業は日本の基幹産業として日本経済を長くリードしてきた。そもそ

も自動車は２万から３万にも及ぶ部品から成っており、自動車メーカーも１社で車の全

てを作っているわけではない。約７割もの部品は外注加工やタイヤ・バッテリーなどの

完成部品の購入といった形で調達されている。また資材の供給や自動車を利用した運送

業など、間接的に自動車に関わっている事業も多岐にわたる。自動車産業が日本の基幹

産業であり続けたのは、この裾野の広さゆえ、といえるだろう。 
 
① 自動車に関わる就業人口 
海外への生産拠点の移動や、不景気の長期化によるラインの統合などで１９９８年か

ら就業人口は減少を続けてはいるが、直接・間接的に自動車に関わる就業人口は２００

１年の時点で７０８万人と全就業人口（６４４０万人）の１１％を占めている。 
 
図：自動車関連産業と就業人口 

自動車製造部門：８４万９千人 
自動車製造業：２５万５千人 

自動車部品・付属品製造業：５４万２千人 
自動車車体・付随車製造業：５万２千人 

利用部門：３０３万８千人 
・道路貨物運送業：１５６万９千人

・道路旅客運送業：６６万４千人 
・運輸に付帯する 
サービス業等：６５万５千人 

・駐車場業：８万８千人 
・自動車賃貸業：３万５千人 
・建築・土木 
（道路建設・補修等）：２万７千人 

販売・整備部門：１１４万１千人 
・自動車小売業：４９万８千人 
・自動車整備業：３６万人 
・自動車卸売業：２１万９千人 
・自動車部品・付属品卸売業６万４千人

関連部門：１１４万５千人 
・ガソリンスタンド：３４万人 
・金融・保険業：１５万８千人 
・サービス業 
（自動車教習所等）：６４万７千人 

資材部門：９０万２千人 
・電気機械器具製造業：２０万９千人 
・非鉄金属製造業：１０万３千人 
・鉄鋼業：７万７千人 
・産業用機械・事務用・ 

サービス用機器製造業：８万１千人 
・化学工業・繊維工業・ 
・石油精製業：１５万７千人 
・塗料・プラスチック・ 
 ゴム・ガラス製造業：１７万４千人 
・その他：１０万１千人 


